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(57)【要約】
【課題】  生体信号を検出してこの検出信号を無線送信
する送信機と、生体信号モニタ装置に中継コードを介し
て着脱可能に接続し得るコネクタを備えると共に、前記
送信機からの生体信号を受信する受信機を設けて、生体
信号モニタ装置を有線方式でも無線方式でも容易かつ簡
便に利用し得るように構成した医療用テレメータシステ
ムおよび電極等のセンサはずれを再現するためのスイッ
チを確実にオフ状態にする電気回路を提供する。
【解決手段】  センサを用いて生体信号を検出する検出
部と、検出された信号を無線で送信するために変調する
変調回路とを有する送信機１０と、前記検出信号を受信
して復調する復調手段と、復調信号を生体信号モニタ装
置２０の生体信号入力部に伝送するコネクタ３２を有す
る受信機３０とを設け、前記受信機におけるコネクタ３
２を、各種生体信号モニタ装置２０の共通化された生体
信号入力部に接続可能な構成とする。また、生体信号を
送信する信号ラインに、センサがはずれたことをスイッ
チオフ状態により再現するスイッチを設けた構成とす
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１のセンサを用いて第１の生体信号を
検出する第１の検出部と、
前記第１の検出部により検出された信号を無線で送信す
るために変調する変調回路とを有する送信機と、
無線送信された前記検出信号を受信してこの受信信号を
復調する復調手段と、この復調手段により出力される復
調信号を生体信号モニタ装置の生体信号入力部に伝送す
るためのコネクタを有する受信機とを、
設けてなる医療用テレメータシステムにおいて、
前記受信機におけるコネクタは、各種生体信号モニタ装
置の共通化された生体信号入力部に接続可能な構成から
なることを特徴とする医療用テレメータシステム。
【請求項２】  前記コネクタは、受信機に着脱可能なア
ダプタに設けられていることを特徴とする請求項１記載
の医療用テレメータシステム。
【請求項３】  前記第１のセンサを用いて第２の生体信
号を検出する第２の検出部を設け、
前記送信機において、前記第１の検出部により検出され
た信号と前記第２の検出部により検出された信号とを、
多重化するための制御部を設け、前記制御部から出力さ
れる多重化された信号を送信するように構成したことを
特徴とする請求項１記載の医療用テレメータシステム。
【請求項４】  前記第１のセンサ以外の手段により第２
の生体信号を検出する第２の検出部を設け、
前記送信機において、前記第１の検出部により検出され
た信号と前記第２の検出部により検出された信号とを、
多重化するための制御部を設け、前記制御部から出力さ
れる多重化された信号を送信するように構成したことを
特徴とする請求項１または２記載の医療用テレメータシ
ステム。
【請求項５】  前記受信機は、
前記送信機から送信された多重化された信号を受信して
この受信信号を分離するための制御部と、
前記制御部から前記コネクタまでの信号ラインで前記第
１の生体信号および第２の生体信号を重畳する重畳手段
とを、
設けたことを特徴とする請求項３または４記載の医療用
テレメータシステム。
【請求項６】  前記受信機において、前記第１の生体信
号を前記コネクタまで伝送する信号ラインに、第２の生
体信号を検出するための第２の検出手段と、前記第２の
検出部により検出された第２の生体信号を前記第１の生
体信号に重畳するための重畳手段とを、さらに設けたこ
とを特徴とする請求項１または２記載の医療用テレメー
タシステム。
【請求項７】  前記第１のセンサのはずれ状態を検出す
るセンサはずれ状態検出部を設け、
前記送信機は、前記第１の検出部により検出された信号
と、前記センサはずれ状態検出部から出力された信号と
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を、多重化するための制御部を設け、前記制御部から出
力される多重化された信号を送信するように構成し、
前記受信機は、前記多重化された信号を受信してこの受
信信号を分離するための制御部を設けると共に、前記制
御部から前記コネクタまでの信号ラインにスッチを設
け、前記分離された信号のうち前記センサはずれ状態検
出部から出力された信号に基づいて、前記センサがはず
れている状態の場合に、その状態を再現するように前記
スイッチをオフ動作するように制御するためのスイッチ
制御部を設けたことを特徴とする請求項１または２記載
の医療用テレメータシステム。
【請求項８】  前記第１のセンサは心電波形を検出する
ための複数の電極を備え、
前記センサはずれ状態検出部は、前記複数の電極のうち
いずれの電極がはずれている状態であるかを検出し、
前記受信機において、前記制御部から前記コネクタの前
記端子までの前記複数の電極に応じた信号ラインにそれ
ぞれスイッチを設けて、前記スイッチ制御部により、前
記センサはずれ状態検出部によりはずれ状態であると判
定された電極に応じた前記端子までの信号ラインのスイ
ッチをオフ動作するように制御することを特徴とする請
求項７記載の医療用テレメータシステム。
【請求項９】  前記第１のセンサは、共通化された心電
波形検出電極用ホックまたは心電波形検出電極用クリッ
プにより接続される心電位を導出するための端子を備え
る心電波形検出用電極からなり、
前記第１の検出部は、第１の生体信号として心電図波形
を検出するための心電図波形検出部からなり、
前記共通化された生体信号入力部は、共通化された前記
心電波形検出電極用ホックまたは心電波形検出電極用ク
リップを備え、
前記コネクタは、共通化された前記心電波形検出電極用
ホックまたは心電波形検出電極用クリップにより接続可
能な端子を備えることを特徴とする請求項１記載の医療
用テレメータシステム。
【請求項１０】  前記重畳手段は、前記第２の検出部ま
たは第２の検出手段により検出された第２の生体信号
を、前記第１の生体信号を伝送する前記コネクタまでの
信号ラインにインピーダンス変化として重畳するように
構成したことを特徴とする請求項５または６記載の医療
用テレメータシステム。
【請求項１１】  前記第２の検出部または第２の検出手
段は、前記第２の生体信号として呼吸動作を検出する呼
吸状態検出器からなる請求項３ないし７のいずれかに記
載の医療用テレメータシステム。
【請求項１２】  生体信号を検出するためのセンサがは
ずれたことを再現する電気回路において、
生体信号を送信するための信号ラインと、
前記信号ラインに設けられ、前記センサがはずれたこと
をスイッチオフ状態により再現するためのスイッチと、
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センサはずれの検出に基づき、前記スイッチをオフ動作
するスイッチ制御部と、
前記スイッチを駆動するための電力を前記スイッチに送
信する電力供給部とを具備し、
前記スイッチは、前記電力供給部により供給される電力
が消耗したときに、前記スイッチから流れるリーク電流
が所定電流値より低い特性を有することを特徴とする電
気回路。
【請求項１３】  前記センサはずれを再現する電気回路
において、前記所定電流値は、生体信号モニタ装置がセ
ンサはずれと認識する電流閾値であることを特徴とする
請求項１２記載の電気回路。
【請求項１４】  生体信号を検出するためのセンサがは
ずれたことを再現する電気回路において、
生体信号を送信するための信号ラインと、
前記信号ラインに設けられ、前記センサがはずれたこと
をスイッチオフ状態により再現するためのスイッチと、
センサはずれの検出に基づき、前記スイッチをオフ動作
するスイッチ制御部と、
前記スイッチを駆動するための電力を前記スイッチに送
信する電力供給部とを具備し、
前記スイッチは、前記電力供給部により供給される電力
が消耗したときに、完全にオフ状態となることを特徴と
する電気回路。
【請求項１５】  生体信号を検出するためのセンサがは
ずれたことを再現する電気回路において、
生体信号を送信するための信号ラインと、
前記信号ラインに設けられ、前記センサがはずれたこと
をスイッチオフ状態により再現するためのスイッチと、
センサはずれの検出に基づき、前記スイッチをオフ動作
するスイッチ制御部とを具備し、
前記スイッチは、フォトＭＯＳリレーであることを特徴
とする電気回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、患者の生体情報を
得るため、生体信号測定装置等により測定される種々の
生体信号を収集して、これらの収集された生体情報をホ
ストコンピュータ等に接続される生体信号モニタ装置に
対し、無線通信により遠隔送信し得る医療用テレメータ
システムに係り、特に有線方式により生体信号を収集す
るように構成された生体信号モニタ装置を、無線方式に
より生体信号を収集する生体信号モニタ装置として簡便
かつ容易に互換性のある接続構成とすることができる医
療用テレメータシステムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、生体信号モニタ装置として、
生体に取付けた電極等のセンサから直接得られる心電図
信号、脈拍信号、呼吸動作信号等のアナログ生体測定信
号のいずれかまたはそれらを複合化した生体信号を、中
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継コード等を使用して生体信号モニタ装置に伝送するよ
うに構成した有線方式の生体信号モニタ装置と、前記生
体信号を適宜変調し、無線送信機により生体信号モニタ
装置に無線送信するように構成した無線方式の生体信号
モニタ装置とが、それぞれ実施されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかるに、今日の医療
において、例えば患者の置かれている環境条件や、患者
の治療に際し緊急状態となったような際に、無線方式の
生体信号モニタ装置が早急に必要となる場合がある。こ
のような場合において、従来の有線方式の生体信号モニ
タ装置では、直ちに対応することが困難であり、また無
線方式の生体信号モニタ装置を準備することも、場所や
時間的な制約によって不可能となる場合がある。
【０００４】そこで、本発明者は、鋭意研究並びに検討
を重ねた結果、従来の有線方式の生体信号モニタ装置
を、無線方式の生体信号モニタ装置で使用する無線送信
機によってセンサから直接測定して得られた生体信号を
受信する受信機と、前記有線方式の生体信号モニタ装置
の中継コードのセンサ接続部を接続し得るコネクタと
を、一体化した構成からなる無線受信機を設けることに
より、無線方式の生体信号モニタ装置としての医療用テ
レメータシステムを容易かつ簡便に構築することができ
ることを突き止めた。
【０００５】すなわち、この場合、前記医療用テレメー
タシステムは、第１のセンサを用いて第１の生体信号を
検出する第１の検出部と、前記第１の検出部により検出
された信号を変調すると共に、この変調信号を無線送信
する送信機と、無線送信された前記検出信号を受信して
この受信信号を復調すると共に、この復調信号を生体信
号モニタ装置の生体信号入力部に伝送するためのコネク
タを有する受信機と、を設けてなる医療用テレメータシ
ステムを構成し、前記受信機におけるコネクタは、各種
生体信号モニタ装置の共通化された生体信号入力部に接
続可能な構成とすることにより、従来の有線方式の生体
信号モニタ装置を、簡便かつ有効に無線方式の生体信号
モニタ装置に互換することができる医療用テレメータシ
ステムを得ることができることが確認された。
【０００６】さらに、検出した生体信号を再現するため
の電気回路においては、電極等のセンサはずれを再現す
るためには、適切なスイッチを採用することにより、電
力供給部の電力消耗による誤動作を防止することが確認
された。
【０００７】従って、本発明の主たる目的は、生体信号
を検出してこの検出信号を無線送信する送信機と、生体
信号モニタ装置に中継コードを介して着脱可能に接続し
得るコネクタを備えると共に、前記送信機からの生体信
号を受信する受信機を設けて、生体信号モニタ装置を有
線方式でも無線方式でも容易かつ簡便に利用し得るよう
に構成した医療用テレメータシステムを提供することに
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ある。
【０００８】また、本発明の別の目的は、検出した生体
信号を再現するための電気回路において、電極等のセン
サはずれを再現するためのスイッチを確実にオフ状態に
する電気回路を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前記の目的を達成するた
め、本発明に係る医療用テレメータシステムは、第１の
センサを用いて第１の生体信号を検出する第１の検出部
と、前記第１の検出部により検出された信号を無線で変
調するために変調する変調回路とを有する送信機と、無
線送信された前記検出信号を受信してこの受信信号を復
調する復調手段と、この復調手段により出力される復調
信号を生体信号モニタ装置の生体信号入力部に伝送する
ためのコネクタを有する受信機とを、設けてなる医療用
テレメータシステムにおいて、前記受信機におけるコネ
クタは、各種生体信号モニタ装置の共通化された生体信
号入力部に接続可能な構成からなることを特徴とする。
【００１０】この場合、前記コネクタは、受信機に着脱
可能なアダプタに設けられている構成とすることができ
る。
【００１１】また、前記第１のセンサを用いて第２の生
体信号を検出する第２の検出部を設け、前記送信機にお
いて、前記第１の検出部により検出された信号と前記第
２の検出部により検出された信号とを、多重化するため
の制御部を設け、前記制御部から出力される多重化され
た信号を送信するように構成することができる。
【００１２】さらに、前記第１のセンサ以外の手段によ
り第２の生体信号を検出する第２の検出部を設け、前記
送信機において、前記第１の検出部により検出された信
号と前記第２の検出部により検出された信号とを、多重
化するための制御部を設け、前記制御部から出力される
多重化された信号を送信するように構成することができ
る。
【００１３】そして、前記受信機は、前記送信機から送
信された多重化された信号を受信してこの受信信号を分
離するための制御部と、前記制御部から前記コネクタま
での信号ラインで前記第１の生体信号および第２の生体
信号を重畳する重畳手段とを、設けた構成とすることが
できる。
【００１４】一方、前記受信機において、前記第１の生
体信号を前記コネクタまで伝送する信号ラインに、第２
の生体信号を検出するための第２の検出手段と、前記第
２の検出部により検出された第２の生体信号を前記第１
の生体信号に重畳するための重畳手段とを、さらに設け
た構成とすることができる。
【００１５】また、前記第１のセンサのはずれ状態を検
出するセンサはずれ状態検出部を設け、前記送信機は、
前記第１の検出部により検出された信号と、前記センサ
はずれ状態検出部から出力された信号とを、多重化する
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ための制御部を設け、前記制御部から出力される多重化
された信号を送信するように構成し、前記受信機は、前
記多重化された信号を受信してこの受信信号を分離する
ための制御部を設けると共に、前記制御部から前記コネ
クタまでの信号ラインにスッチを設け、前記分離された
信号のうち前記センサはずれ状態検出部から出力された
信号に基づいて、前記センサがはずれている状態の場合
に、その状態を再現するように前記スイッチをオフ動作
するように制御するためのスイッチ制御部を設けた構成
とすることができる。
【００１６】さらに、前記第１のセンサは心電波形を検
出するための複数の電極を備え、前記センサはずれ状態
検出部は、前記複数の電極のうちいずれの電極がはずれ
ている状態であるかを検出し、前記受信機において、前
記制御部から前記コネクタの前記端子までの前記複数の
電極に応じた信号ラインにそれぞれスイッチを設けて、
前記スイッチ制御部により、前記センサはずれ状態検出
部によりはずれ状態であると判定された電極に応じた前
記端子までの信号ラインのスイッチをオフ動作するよう
に制御するように構成することができる。
【００１７】また、前記第１のセンサは、共通化された
心電波形検出電極用ホックまたは心電波形検出電極用ク
リップにより接続される心電位を導出するための端子を
備える心電波形検出用電極からなり、前記第１の検出部
は、第１の生体信号として心電図波形を検出するための
心電図波形検出部からなり、前記共通化された生体信号
入力部は、共通化された前記心電波形検出電極用ホック
または心電波形検出電極用クリップを備え、前記コネク
タは、共通化された前記心電波形検出電極用ホックまた
は心電波形検出電極用クリップにより接続可能な端子を
備えた構成とすることができる。
【００１８】さらに、前記重畳手段は、前記第２の検出
部または第２の検出手段により検出された第２の生体信
号を、前記第１の生体信号を伝送する前記コネクタまで
の信号ラインにインピーダンス変化として重畳するよう
に構成することができる。
【００１９】そして、前記第２の検出部または第２の検
出手段は、前記第２の生体信号として呼吸動作を検出す
る呼吸状態検出器により構成することができる。
【００２０】また、生体信号を検出するためのセンサが
はずれたことを再現する電気回路としては、生体信号を
送信するための信号ラインと、前記信号ラインに設けら
れ、前記センサがはずれたことをスイッチオフ状態によ
り再現するためのスイッチと、センサはずれの検出に基
づき、前記スイッチをオフ動作するスイッチ制御部と
を、具備し、さらに、スイッチは、スイッチを駆動する
ための電力供給部により供給される電力が消耗したとき
に、前記スイッチから流れるリーク電流が所定電流値よ
り低い特性を有するものとすることができる。この特性
により、電力供給部により供給される電力が消耗したと
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7
きは、センサが検出した信号を復調できなくなるが、リ
ーク電流が低いので、前記スイッチがオフ状態であるの
と同様となり、従って外部の生体信号モニタ装置に信号
が送信されてきていないと認識させることができる。
【００２１】さらに、その所定電流値は、生体信号モニ
タ装置がセンサはずれと認識する電流閾値とすることが
できる。これにより、電力供給部により供給される電力
が消耗したときに、スイッチのリーク電流が生体信号モ
ニタ装置がセンサはずれと認識する電流閾値よりも低く
なるようにすることで、生体信号モニタ装置にセンサは
ずれと認識させることができる。
【００２２】さらに好適には、スイッチは、電力供給部
により供給される電力が消耗したときに、完全にオフ状
態となるものとすることができる。
【００２３】そして、このような特性を有するスイッチ
として、フォトＭＯＳリレーであることが望ましい。
【００２４】
【発明の実施の形態】次に、本発明に係る医療用テレメ
ータシステムの実施例につき、添付図面を参照しながら
以下詳細に説明する。
【００２５】図１は、本発明に係る医療用テレメータシ
ステムのシステム構成の概略を示す説明図である。すな
わち、図１において、参照符号１０Ａは、生体信号を無
線送信する送信機の一実施例を示し、この送信機１０Ａ
には、例えば生体組織面すなわち体表面（皮膚）に装着
する３つの誘導電極Ｅd1、Ｅd2、Ｅd3に対し、それぞれ
電極用ホックまたは電極用クリップ等の接続端子１２
ａ、１２ｂ、１２ｃを備えた接続コード１４を介してそ
れぞれコード接続された構成を有している。また、参照
符号１０Ｂは、生体信号を無線送信する送信機の別の実
施例を示し、この送信機１０Ｂには、例えば２つの誘導
電極Ｅd4、Ｅd5を備えた生体組織面に直接装着する接着
パッド１６に対し、着脱可能に接続装着した構成を有し
ている。
【００２６】一方、参照符号２０Ａ、２０Ｂは、それぞ
れ形態の異なる生体信号モニタ装置を示し、これらの生
体信号モニタ装置２０Ａ、２０Ｂは、それぞれ中継コー
ド２２を導出すると共に、各中継コード２２の先端部に
はコード接続のための接続具２４ａが設けられている。
しかるに、前記中継コード２２に対して、一端に誘導電
極（例えばＥd1、Ｅd2、Ｅd3）との直接接続を可能とし
た電極用ホックまたは電極用クリップ等の接続端子２６
ａ、２６ｂ、２６ｃをそれぞれ備え、他端に前記中継コ
ード２２の接続具２４ａと接続し得る接続具２４ｂを備
えた接続コード２８を接続するように構成される。
【００２７】しかるに、前述した送信機１０（１０Ａ、
１０Ｂ等、以下同様）は、従来の無線方式の生体信号モ
ニタ装置において適用される送信機として構成されるも
のであり、また、前述した生体信号モニタ装置２０（２
０Ａ、２０等、以下同様）は、従来の有線方式の生体信
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号モニタ装置として適用される構成からなるものであ
る。そこで、本実施例においては、前記構成からなる送
信機１０と、前記構成からなる生体信号モニタ装置２０
とを、無線方式により結合する手段として、参照符号３
０で示されるコネクタ３２を備えた無線受信機を設けた
ことを特徴とするものである。
【００２８】すなわち、本実施例における受信機３０
は、これと一体的に設けられたコネクタ３２に、前記生
体信号モニタ装置２０の中継コード２２に接続される接
続コード２８の一端に設けた電極用ホックまたは電極用
クリップ等の接続端子２６ａ、２６ｂ、２６ｃとそれぞ
れ着脱可能に接続し得る端子３４ａ、３４ｂ、３４ｃを
それぞれ備えている。また、受信機３０の一部には、前
記送信機１０から送信される第１の生体信号とは異なる
第２の生体信号を入力するための生体信号検出手段３６
が接続され得る。なお、この第２の生体信号を入力する
生体信号検出手段３６の詳細については後述する。
【００２９】前述したように、本実施例においては、前
記コネクタ３２を備えた無線受信機３０を設けることに
より、従来における各種の生体信号モニタ装置２０と、
従来より公知の各種の無線送信機１０とを、全て互換性
を備えた状態で結合し、医療用テレメータシステムとし
て、有効に活用することが可能となる。
【００３０】図２は、前述した無線受信機３０の接続構
成を示す説明図であり、受信機本体の一部に設けた結合
端子３８ａ、３８ｂ、３８ｃを介して、コネクタ３２を
着脱可能なアダプタとして接続構成したものである。そ
して、前記コネクタ３２に設けた端子３４ａ、３４ｂ、
３４ｃに対しては、生体信号モニタ装置２０に接続され
る接続コード２８の一端に設けた電極用ホックＨｋ２６
や電極用クリップＣｐ２６からなる接続具を簡便かつ確
実に取付けることができる。なお、参照符号Ｅｄは、生
体組織面に装着する接続端子を備えた誘導電極を示す。
【００３１】次に、本発明に係る医療用テレメータシス
テムの無線送信機１０および無線受信機３０のそれぞれ
回路構成例について、それぞれ添付図面を参照しながら
説明する。
【００３２】無線送信機１０の構成例（その１）
図３は、本発明に係る医療用テレメータシステムを構成
する無線送信機１０の回路構成の一実施例を示すもので
ある。本実施例においては、生体信号を検出するための
３つの電極Ｒ、Ｆ、Ｌが設けられ（電極Ｆは接地され
る）、前記電極Ｒ、Ｌによって心電図波形信号と呼吸動
作に基づく生体インピーダンス波形信号との合成信号が
検出され、これらの合成信号された生体信号は、定電流
源４１より供給される４８ｋＨｚの信号と合成され、そ
れぞれ増幅器４２、４３を介して得られる心電図波形信
号が、Ａ／Ｄ変換器４５を介して制御部５０に入力され
る。一方、前記定電流源４１より供給される４８ｋＨｚ
の信号と合成された生体信号は、増幅器４２、４４を経
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9
て検波・半波整流器４６および高域濾波器４７を介して
得られる生体インピーダンス波形信号が、Ａ／Ｄ変換器
４８を介して制御部５０に入力される。さらに、前記電
極Ｒ、Ｆ、Ｌによって検出される電極はずれ状態を、電
極はずれ検出部５２によって検出し、この電極はずれ検
出信号が前記制御部５０に入力される。
【００３３】このようにして、前記制御部５０に入力さ
れた心電図波形信号、生体インピーダンス波形信号およ
び電極はずれ検出信号からなる分離された信号は、多重
化されて変調回路５４、送信回路５６およびアンテナ５
８を介して、無線受信機３０に対して多重化された信号
として送信されるよう構成される。なお、本実施例にお
いて、前記電極Ｒ、Ｆ、Ｌは、前述した図１に示す送信
機１０Ａの誘導電極Ｅd1、Ｅd2、Ｅd3にそれぞれ接続さ
れる電極用ホックまたは電極用クリップ等の接続端子１
２ａ、１２ｂ、１２ｃに対応するものである。
【００３４】無線送信機１０の構成例（その２）
図４は、本発明に係る医療用テレメータシステムを構成
する無線送信機１０の回路構成の別の実施例を示すもの
である。本実施例においては、心電図波形信号と呼吸動
作に基づく生体インピーダンス波形信号とを、それぞれ
個別の電極により検出するように構成したものである。
すなわち、心電図波形信号は、３つの電極Ｒ、Ｆ、Ｌに
よって、前記実施例と同様に検出し、制御部５０へ入力
される。この場合、電極はずれ検出信号も、前記実施例
と同様に検出され、制御部５０へ入力される。従って、
同一の構成要素については、同一の参照符号を付し、そ
の説明を省略する。一方、生体インピーダンス波形信号
は、電極Ｇ、Ｈにより検出し、定電流源４１より供給さ
れる４８ｋＨｚの信号と合成され、増幅器４２′、４４
を経て前記実施例と同様に、検波・半波整流器４６、高
域濾波器４７およびＡ／Ｄ変換器４８を介して制御部５
０に入力される。
【００３５】このようにして、前記制御部５０に入力さ
れた心電図波形信号、生体インピーダンス波形信号およ
び電極はずれ検出信号は、多重化されて、前記実施例と
同様に無線受信機３０に対し多重化された信号として送
信されるよう構成される。
【００３６】無線受信機３０の構成例（その１）
図５は、本発明に係る医療用テレメータシステムを構成
する無線受信機３０の回路構成の一実施例を示すもので
ある。本実施例においては、前述した図４および図５に
示す無線送信機１０によって送信される前記心電図波形
信号、生体インピーダンス波形信号および電極はずれ検
出信号からなる多重化された信号を受信し、復調して、
生体信号モニタ装置２０へ伝送するように構成したもの
である。従って、本実施例の無線受信機３０は、アンテ
ナ６１を介して受信された信号は、受信回路６２、復調
回路６３を介して制御部６４に入力される。そして、前
記制御部６４に入力された多重化された信号は、分離さ
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れて、それぞれ心電図波形信号、生体インピーダンス波
形信号および電極はずれ検出信号からなる分離された信
号が得られる。なお、心電図波形信号と生体インピーダ
ンス波形信号は、多重化されて受信されるので、図１に
示す生体信号検出手段３６は不要である。
【００３７】そこで、前記制御部５０に入力された心電
図波形信号については、Ｄ／Ａ変換器６５および差動増
幅器６６ａ、６６ｂを介して出力端子Ｒ′、Ｆ′、Ｌ′
においてそれぞれ出力させることができる。また、生体
インピーダンス波形信号については、Ｄ／Ａ変換器６５
および制御回路６７を介して、前記差動増幅器６６ａ、
６６ｂの出力端子Ｒ′、Ｌ′間に接続配置された重畳手
段６８において擬似抵抗を使用して、前記心電図波形信
号に重畳させて再現することができる。そして、電極は
ずれ検出信号については、制御部６４よりスイッチ制御
部６９を介して各電極に対応する信号を出力させること
ができ、これらの電極はずれ検出信号は、前記出力端子
Ｒ′、Ｆ′、Ｌ′に対応する信号ラインに設けたスイッ
チ７０ａ、７０ｂ、７０ｃに対し、それぞれオン／オフ
動作の制御を行うように接続構成される。なお、本実施
例において、前記出力端子Ｒ′、Ｆ′、Ｌ′は、前述し
た図２に示す実施例の結合端子３８ａ、３８ｂ、３８ｃ
にそれぞれ対応するものである。
【００３８】また、シリアルインターフェイス９０は、
一般のパーソナルコンピュータに無線または有線で心電
図波形信号と生体インピーダンス信号とを伝送すること
ができる。シリアルインターフェイス９０としては、Ｉ
ｒＤＡ、ＲＳ－２３２Ｃ、ＵＳＢポート、双方向無線イ
ンターフェイス等を適用することができる。
【００３９】図６は、本実施例における無線受信機３０
の回路構成の変形例を示すものである。すなわち、図６
に示す回路構成においては、スイッチ７０ａ、７０ｂ、
７０ｃをそれぞれフォトＭＯＳリレーを適用したもので
ある。その他の構成は、図５に示す実施例と同一であ
る。従って、本実施例によれば、電力供給部（電池）か
らの各フォトＭＯＳリレー７０ａ、７０ｂ、７０ｃを駆
動するための電力が供給される。また、各フォトＭＯＳ
リレー７０ａ、７０ｂ、７０ｃをオン／オフ動作するた
めの信号が、スイッチ制御部６９から出力される。
【００４０】このように、フォトＭＯＳリレーを採用す
るのは、受信機を駆動する電池が消耗したときに、各フ
ォトＭＯＳリレー７０ａ、７０ｂ、７０ｃを完全にオフ
状態にすることができるからである。なお、受信機を駆
動する電池が消耗し、受信機の全ての機能が停止してい
るにもかかわらず（心電図信号を復調できない状態
等）、スイッチの特性によりオン動作してしまうと、接
続する生体信号モニタ装置は、生体信号がないと認識し
てしまう状態になるので、基線表示状態となり、心拍が
停止した際に発するアラームを警告することになってし
まう。このような状態にならないように、電池が消耗し
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受信機の機能が停止したときは、各フォトＭＯＳリレー
７０ａ、７０ｂ、７０ｃを完全にオフ状態にすることに
よって、接続する生体信号モニタ装置は、電極はずれを
表示することができ、誤診を防止することができる。
【００４１】ここで、フォトＭＯＳリレーを完全にオフ
状態にするということには、次のような技術的意味があ
る。すなわち、通常、生体信号モニタ装置は、電極がは
ずれていることを検出するために、電極に対してリード
線を介して微弱電流を流している。そして、他の電極か
らリード線に流れる電流が極微弱な所定電流値（例えば
１０ｎＡ）未満であると、電極がはずれていると判断す
ることができる。従って、少なくとも、電池が消耗した
場合に、スイッチにリークするリーク電流がその所定電
流値未満（例でいえば、１０ｎＡ未満）である低リーク
電流スイッチでなければならない。このような特性を有
するスイッチであれば、生体信号モニタ装置は、電池が
消耗したときに、スイッチが完全にオフ動作したと判断
することができる。無論、リーク電流がなく完全にオフ
状態となるスイッチであることが望ましい。なお、スイ
ッチ７０ａ、７０ｂ、７０ｃは、フォトＭＯＳリレーに
限定されることなく、電池消耗による電力供給不足の時
（受信機能停止時）にスイッチが完全にオフ動作する種
類のものであれば、他のスイッチでもよい。
【００４２】無線受信機３０の構成例（その２）
図７は、本発明に係る医療用テレメータシステムを構成
する無線受信機３０の回路構成の別の実施例を示すもの
である。本実施例においては、無線送信機１０から送信
される信号は、心電図波形信号と電極はずれ検出信号の
みであり、生体インピーダンス波形信号については、無
線受信機３０に設けた第２の生体信号検出手段３６（図
１参照）により検出するように構成したものである。す
なわち、本実施例において、前記心電図波形信号と電極
はずれ検出信号については、前記図５に示す実施例と同
様にして、出力端子Ｒ′、Ｆ′、Ｌ′においてそれぞれ
出力させることができる。従って、同一の構成要素につ
いては、同一の参照符号を付し、その説明を省略する。
【００４３】一方、生体インピーダンス波形信号につい
ては、第２の生体信号検出手段として、電極Ｇ、Ｈによ
り検出し、定電流源７１より供給される４８ｋＨｚの信
号と合成され、増幅器７２、７４を経て検波・半波整流
器７６および高域濾波器７７を介して制御回路６７に入
力される。そして、前記図５に示す実施例と同様にし
て、前記生体インピーダンス波形信号は、前記制御回路
６７を介して前記差動増幅器６６ａ、６６ｂの出力端子
Ｒ′、Ｌ′間に接続配置された重畳手段６８において擬
似抵抗を使用して、前記心電図波形信号に重畳させて再
現することができる。
【００４４】図８は、本発明に係る医療用テレメータシ
ステムを構成する無線送信機１０Ａ（図１参照）とその
電極Ｅd1、Ｅd2、Ｅd3の生体組織面に対する装着例を示
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すものである。本実施例によれば、前述した図３に示す
無線送信機１０を適用する場合の電極の配置に対応する
ことができる。
【００４５】図９は、本発明に係る医療用テレメータシ
ステムを構成する無線送信機１０Ｂ（図１参照）とその
電極Ｅd4、Ｅd5等の生体組織面に対する装着例を示すも
のである。本実施例によれば、前述した図４に示す無線
送信機１０を適用する場合の電極の配置に対応すること
ができる。
【００４６】図１０は、本発明に係る医療用テレメータ
システムを構成する心電図波形信号以外の第２の生体信
号を検出する手段を示すものである。この第２の生体信
号検出手段は、無線送信機１０に対し心電図波形信号と
重畳させて送信する第２の生体信号の検出器として構成
したり、あるいは無線受信機３０に設けた第２の生体信
号検出手段３６（図１参照）として構成することができ
る。
【００４７】図１０に示す第２の生体信号検出手段は、
それぞれ患者の呼吸波を検出するように構成したもので
ある。すなわち、参照符号７２は天井に設置した検出器
を示し、この検出器７２はマイクロ波または超音波を患
者ＰＤに照射し、その反射波との位相差の変位から呼吸
波を検出するように構成したものである。また、参照符
号７４は、患者ＰＤの頭部を載せた枕に設けた歪みゲー
ジ等の荷重センサを示し、このセンサ７４は患者ＰＤの
呼吸によって変動する頭部の変位により呼吸波を検出す
るように構成したものである。さらに、参照符号７６
は、患者ＰＤの下に敷いた空気マットに設けた空気圧セ
ンサを示し、このセンサ７６は患者ＰＤの呼吸によって
変動する空気マットの空気圧の変位により呼吸波を検出
するように構成したものである。さらにまた、参照符号
７８は、患者ＰＤの胴部に巻装した歪みゲージ等を設け
た伸縮性を有するベルトを示し、このベルト７８は患者
ＰＤの呼吸によって伸縮する引張強度の変化に基づいて
呼吸波を検出するように構成したものである。そして、
参照符号８０は、患者ＰＤの腹部に設けた地磁気の変化
を検出するコイルを備えたセンサを示し、このセンサ８
０は患者ＰＤの呼吸によってコイルを貫く地磁気の変化
により呼吸波を検出するように構成したものである。こ
れらのいずれかの装置を用いて呼吸波を検出することが
できる。また、無線受信機３０により受信された信号
は、コンピュータ１００に送信するように設定してもよ
い。
【００４８】図１１は、本発明に係る医療用テレメータ
システムを構成する無線受信機３０と無線送信機１０Ａ
とをセットとして組合せた状態を示すものである。すな
わち、本実施例においては、無線受信機３０に適宜係止
用爪部８２、８２を設けて、これらの爪部８２、８２に
無線送信機１０Ａを着脱可能に係止させた構成からな
る。このようにセット構成することにより、医療機関等
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において、緊急時の医療用テレメータシステムの適用に
際して、迅速に対応することができる。
【００４９】図１２の（ａ）、（ｂ）は、図１１と同様
に、無線受信機３０に無線送信機１０Ｂをセットとして
組み合わせることができる構造を示す説明図である。こ
の無線受信機３０はアンテナが内蔵されており、点滴バ
ッグを保持するためのポール等に掛けて置くための開口
部３０ａが設けられている。また、無線送信機１０Ｂの
接着パッド１６（図１参照）に接続するための凹フック
１０ａと嵌合する凸フック３０ｂが無線受信機３０に設
けられている〔図１２の（ｂ）参照〕。この構造によ
り、使用しないときには、図１２の（ａ）に示すよう
に、無線送信機１０Ｂと無線受信機３０とをそれぞれフ
ック１０ａ、３０ｂにより嵌合しておくことができる。
【００５０】以上、本発明の好適な実施例について説明
したが、本発明は前記実施例に限定されることなく、本
発明の精神を逸脱しない範囲内において多くの設計変更
をすることができる。
【００５１】
【発明の効果】前述した実施例から明らかな通り、本発
明に係る医療用テレメータシステムによれば、第１のセ
ンサを用いて第１の生体信号を検出する第１の検出部
と、前記第１の検出部により検出された信号を無線で送
信するために変調する変調回路とを有する送信機と、無
線送信された前記検出信号を受信してこの受信信号を復
調する復調手段と、この復調手段により出力される復調
信号を生体信号モニタ装置の生体信号入力部に伝送する
ためのコネクタを有する受信機とを、設けてなる医療用
テレメータシステムにおいて、前記受信機におけるコネ
クタは、各種生体信号モニタ装置の共通化された生体信
号入力部に接続可能な構成とすることにより、生体信号
モニタ装置を有線方式でも無線方式でも容易かつ簡便に
利用することができる利点を有する。
【００５２】また、本発明に係る医療用テレメータシス
テムによれば、第１のセンサを用いて第２の生体信号を
検出するか、あるいは第１のセンサ以外の手段により第
２の生体信号を検出するように設定することにより、前
記第１の生体信号と第２の生体信号とを、多重化して送
信機から受信機へ送信して、医療用テレメータシステム
の多機能化を容易に実現することができる。
【００５３】さらに、本発明に係る医療用テレメータシ
ステムにおいては、第１のセンサのはずれ状態を検出す
るセンサはずれ状態検出部を設けることにより、このセ
ンサはずれ状態検出信号を、第１の生体信号および第２
の生体信号と共に、多重化して送信機から受信機へ送信
することにより、生体信号モニタ装置においては常に適
正な生体信号を受信することができ、医療用テレメータ
システムの信頼性の向上を達成することができる等、多
くの優れた利点が得られる。
【００５４】また、本発明に係る生体信号を検出するた
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めのセンサがはずれたことを再現する電気回路において
は、生体信号を送信するための信号ラインに、センサが
はずれたときにスイッチオフ状態に制御するスイッチを
設けることにより、センサはずれを再現することができ
る。さらに、このスイッチを、電力供給部により供給さ
れる電力が消耗したときに流れるリーク電流が低いもの
を採用することにより、生体信号モニタ装置による誤認
を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る医療用テレメータシステムの実施
例を示す概略システム構成図である。
【図２】本発明に係る医療用テレメータシステムに使用
する無線受信機の構成を示す説明図である。
【図３】本発明に係る医療用テレメータシステムに使用
する無線送信機の回路構成の一実施例を示すブロック回
路図である。
【図４】本発明に係る医療用テレメータシステムに使用
する無線送信機の回路構成の別の実施例を示すブロック
回路図である。
【図５】本発明に係る医療用テレメータシステムに使用
する無線受信機の回路構成の一実施例を示すブロック回
路図である。
【図６】図５に示す本発明に係る医療用テレメータシス
テムに使用する無線受信機の回路構成の変形例を示すブ
ロック回路図である。
【図７】本発明に係る医療用テレメータシステムに使用
する無線受信機の回路構成の別の実施例を示すブロック
回路図である。
【図８】本発明に係る医療用テレメータシステムに使用
する無線送信機とその電極の装着例を示す説明図であ
る。
【図９】本発明に係る医療用テレメータシステムに使用
する無線送信機とその電極の別の装着例を示す説明図で
ある。
【図１０】本発明に係る医療用テレメータシステムに使
用する第２の生体信号の検出手段のそれぞれ態様を示す
説明図である。
【図１１】本発明に係る医療用テレメータシステムに使
用する無線送信機と無線受信機との一実施例のセット状
態を示す説明図である。
【図１２】本発明に係る医療用テレメータシステムに使
用する無線送信機と無線受信機との別の実施例を示し、
（ａ）はセット状態を示す説明図、（ｂ）は分離状態を
示す説明図である。
【符号の説明】
１０Ａ、１０Ｂ  無線送信機
１０ａ  凹フック
１２ａ、１２ｂ、１２ｃ  接続端子
１４  接続コード
１６  接着パッド
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２０  生体信号モニタ装置
２２  中継コード
２４ａ、２４ｂ  接続具
２６ａ、２６ｂ、２６ｃ  接続端子
２８  接続コード
３０  無線受信機
３０ａ  開口部
３０ｂ  凸フック
３２  コネクタ
３４ａ、３４ｂ、３４ｃ  端子
３６  第２の生体信号検出手段
３８ａ、３８ｂ、３８ｃ  結合端子
４１、７１  定電流源
４２、４２′、７２  増幅器
４３、４４、７４  増幅器
４５、４８  Ａ／Ｄ変換器
４６、７６  検波・半波整流器
４７、７７  高域濾波器
５０  制御部
５２  電極はずれ検出部
５４  変調回路
５６  送信回路
５８  アンテナ *
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*６１  アンテナ
６２  受信回路
６３  復調回路
６４  制御部
６５  Ｄ／Ａ変換器
６６ａ、６６ｂ  差動増幅器
６７  制御回路
６８  重畳手段（擬似抵抗）
６９  スイッチ制御部
７０ａ、７０ｂ、７０ｃ  スイッチ
７２  天井設置の検出器
７４  荷重センサ
７６  空気圧センサ
７８  ベルト
８０  地磁気検出センサ
８２  爪部
９０  シリアルインターフェイス
１００  コンピュータ
Ｅd1～Ｅd5  誘導電極
Ｅｄ  誘導電極
Ｃｐ２６  電極用クリップ
Ｈｋ２６  電極用フック

【図１】
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